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浜
田
市
民
歌

　

呼
び
か
け
る
風
に

五
十
川
式
部　

作
詞

小
六
禮
次
郎　

作
曲

一　

広
が
る
空
を　

共
に
仰
げ
ば

　
　

歌
は
あ
ふ
れ
る　

緑
の
大
地

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
る

　
　
　

さ
わ
や
か
な
風
に　

花
は
ほ
ほ
え
み

　
　
　

あ
た
ら
し
い
風
に　

歩
め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

地
球
と
い
き
る
ま
ち

二　

眩
し
い
海
に　

汽
笛
高
鳴
り

　
　

希
望
は
ば
た
く　

魚
は
躍
る

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
る

　
　
　

は
れ
や
か
な
風
に　

心
ひ
ら
い
て

　
　
　

あ
た
ら
し
い
風
に　

歩
め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

笑
顔
つ
ど
う
ま
ち

三　

連
な
る
山
に　

森
に
流
れ
に

　
　

恵
み
豊
か
な　

優
し
い
故
郷

　
　

手
を
の
べ　

呼
び
か
け
る

　
　
　

ふ
く
よ
か
な
風
に　

人
よ
輝
き

　
　
　

あ
た
ら
し
い
風
に　

歩
め
明
日
へ

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

文
花
か
お
る
ま
ち

　
　

浜
田　

わ
が
ま
ち　

地
球
と
い
き
る
ま
ち
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議会のあらまし

本
会
議
で
審
議
さ
れ
た

　
　
　
　

主
な
議
案
の
内
容

〔
都
市
宣
言
の
制
定
〕

▼　

浜
田
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言

の
制
定
に
つ
い
て

　

世
界
人
権
宣
言
60
周
年
及
び
本

年
10
月
の
「
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復

帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
の
開
所
を
契

機
と
し
、
人
権
の
大
切
さ
を
再
認

識
す
る
た
め
都
市
宣
言
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

〔
条
例
関
係
〕

▼　

浜
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
更
な

る
普
及
と
、
今
年
度
導
入
予
定
の

証
明
書
自
動
交
付
機
の
稼
働
率

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
特
例
と
し

て
当
分
の
間
、
カ
ー
ド
の
交
付
手

数
料
を
無
料
と
す
る
改
正
を
行
う

平成20年

六　

月　

定　

例　

議　

会

平
成
20
年
６
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
25
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
都
市
宣
言
の
制
定
１
件
、
条
例
関
係
６
件
、
予
算
関
係
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
１
件
、
専
決
処

分
の
承
認
10
件
、
請
願
２
件
の
案
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
条
例
関
係
１
件
を
提
出
し

ま
し
た
。

も
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

▼　

浜
田
市
金
城
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
福
及
び
波
佐
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
数
の
低

迷
に
よ
り
平
成
17
年
３
月
を
も
っ

て
事
業
を
休
止
し
て
い
る
が
、
今

後
も
直
営
又
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営
が
見

込
め
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら

こ
れ
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

条
例
廃
止
に
つ
い
て
、
反
対
討

論
と
賛
成
討
論
を
行
い
審
査
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。

〔
予
算
関
係
〕

▼　

平
成
20
年
度
、
浜
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

補
正
予
算
は
、
国
県
補
助
事
業

で
追
加
や
変
更
を
要
す
る
事
業
及

び
当
初
予
算
編
成
後
に
新
た
に
生

じ
た
経
費
等
に
つ
い
て
調
整
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
億
４
１
２
６
万
７
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
項
目
で
質
疑
が
集
中
し
た

事
業
は
、
総
務
費
の
波
佐
・
小
国

地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
活
性
化
事
業
、

商
工
費
の
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰

促
進
セ
ン
タ
ー
環
境
整
備
支
援

事
業
、
教
育
費
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業
と
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
で
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

〔
請
願
の
審
査
結
果
〕

▼　

自
主
共
済
制
度
を
保
険
業
法

の
適
用
か
ら
除
外
す
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　

団
体
構
成
員
の
相
互
扶
助
を
目

的
と
し
て
、
自
主
的
か
つ
健
全
に

運
営
さ
れ
て
い
る
自
主
共
済
制
度

を
、
保
険
業
法
の
適
用
か
ら
除
外

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
、
政

府
並
び
に
関
係
機
関
に
提
出
を
求

め
る
も
の
で
、
賛
成
小
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

〔
議
会
運
営
委
員
会
提
出
〕

▼　

浜
田
市
議
会
議
員
政
治
倫
理

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
議

員
が
政
治
倫
理
の
確
立
と
向
上
に

努
め
、
常
に
良
心
に
従
い
誠
実
か

つ
公
正
に
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と

を
促
し
、
清
浄
で
開
か
れ
た
民
主

的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
条
例
を
制
定
す
る
も

の
で
す
。

　

議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
規

律
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

も
の
で
、

　

①　

議
員
の
責
務

　

②　

政
治
倫
理
基
準
の
遵
守

　

③　

審
査
請
求

　

④　

審
査
会
の
設
置

　

⑤　

政
治
倫
理
基
準
違
反
に
対

す
る
措
置

　

⑥　

審
査
結
果
の
尊
重

等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

◎
全
国
市
議
会
議
長
会
並
び
に
、

中
国
市
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会

に
お
い
て
議
員
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
全
国
市
議
会
議
長
会

・
正
副
議
長
４
年
以
上

　
　

美
浦
義
樹（
弥
栄
町
木
都
賀
）

・
議
員
25
年
以
上

　
　

高
見
庄
平
（
長
浜
町
）

○
中
国
市
議
会
議
長
会

・
正
副
議
長
６
年
以
上

　
　

美
浦
義
樹（
弥
栄
町
木
都
賀
）
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問
質

　

三
隅
自
治
区
の
読
み
語
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
「
三
隅
の
図
書
環

境
を
考
え
る
会
」が
立
ち
上
が
り
、

本
年
３
月
に
市
長
に
対
し
、
子
ど

も
図
書
館
建
設
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
思
い
か
ら
、
三
隅
図
書
環
境

に
関
す
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ

た
。
そ
の
回
答
書
の
内
容
確
認
も

含
め
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

一般質問
16人の議員が市政を質しました。

問
質①　

燃
油
高
騰
は
、
市
民
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ま
さ
に
こ
れ
は
「
経
済
災
害
」
と

思
う
が
認
識
は
ど
う
か
。

②　

燃
油
高
騰
は
行
政
運
営
に
も

影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
今

後
、
優
先
順
位
の
低
い
施
策
の
凍

結
や
国
保
料
、
市
税
等
の
減
免
に

よ
り
市
民
負
担
軽
減
に
努
め
る
考

え
は
な
い
か
、
緊
急
対
策
に
関
し

て
聞
き
た
い
。

弁
答①　

穀
物
価
格
の
上
昇
等
も
加
わ

り
、
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
さ
に
災
害
と
い

う
視
点
で
、
緊
急
対
策
を
打
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

②　

原
油
高
騰
は
行
政
コ
ス
ト
を

上
昇
さ
せ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
行

革
を
迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
施

策
の
見
直
し
を
図
り
た
い
が
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
極
力
抑
制
す

る
と
い
う
視
点
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
学
校
図
書
費
に
つ
い
て

②
指
定
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

こんな事業を
可決しました。

●学校支援地域本部事業
事業費　9,272千円

　各中学校区を地域と設定し、公
民館を中心とした支援ボランティ
アを育成、公民館で連絡調整でき
るよう情報を整理、データ化しよ
うとする事業。

●スクールソーシャル
　　　ワーカー活用事業
事業費　3,300千円

　児童生徒の問題行動やいじめ、
不登校の背景には、家庭や友人関
係など様々な環境の問題が複雑に
絡み合っており、スクールソー
シャルワーカーの活用を通して、
問題解決を図ろうとする事業。

●波佐・小国地域
　コミュニティ活性化事業
事業費　4,390千円

　波佐地区と小国地区で、現在活
動している各種団体のネットワー
ク体制構築のため、地域マネー
ジャーを中心とする「地域プロ
ジェクト委員会」を置き、農産物
の効率的流通の充実、地域住民の
生活支援などの地域運営を行う事
業。

弁
答

　

地
域
の
熱
い
思
い
を
尊
重
し
、

中
期
財
政
計
画
や
、
新
た
に
建
設

す
る
中
央
図
書
館
と
し
て
の
浜
田

図
書
館
と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
振
興
基
金
を
活
用
し
早

期
実
現
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

　

建
設
場
所
は
小
中
学
校
や
美
術

館
な
ど
教
育
文
化
施
設
が
集
積
す

る
場
所
が
理
想
で
あ
り
、
建
設
時

期
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
早
い

ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。

子
供
図
書
環
境
に

つ
い
て

三
浦
保
法

み　

う
ら　

や
す　

の
り

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
に
よ
る

地
域
経
済
と
行
政
運
営
へ
の
影
響

川
神
裕
司

か
わ　

か
み　

ひ
ろ　

し
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一 般 質 問

問
質

　

昭
和
56
年
、
建
築
基
準
法
が
改

正
さ
れ
、
学
校
施
設
は
震
度
６
強

の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
施

設
改
修
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

基
準
法
が
改
正
さ
れ
る
以
前
に

建
築
さ
れ
た
小
中
学
校
は
、
木
造

校
舎
11
校
・
鉄
筋
校
舎
12
校
あ
り
、

こ
の
た
び
の
中
国
四
川
省
大
地
震

で
の
学
校
崩
壊
報
道
を
見
れ
ば
、

保
護
者
の
不
安
は
募
る
だ
け
、
浜

田
市
の
現
状
認
識
を
伺
う
。

弁
答

　

国
に
お
い
て
は
、
中
国
四
川
省

の
大
地
震
を
受
け
、
全
国
の
公
立

学
校
施
設
の
耐
震
化
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
財
政
支
援
策
を
今
国
会

で
法
案
成
立
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

浜
田
市
に
お
い
て
は
、
小
中
学

校
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
平
成
19
年
度
ま

で
に
耐
震
化
に
伴
う
優
先
度
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
本

年
度
か
ら
耐
震
化
計
画
を
策
定

し
、
平
成
21
年
度
か
ら
耐
震
診
断

や
補
強
工
事
を
実
施
す
る
。

問
質

　

中
国
大
地
震
は
、
学
校
耐
震
化

の
遅
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

①　

浜
田
市
の
学
校
耐
震
化
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

②　

国
や
県
に
比
べ
て
市
の
耐
震

化
率
は
10
％
以
上
遅
れ
て
い
る
。

国
は
２
年
前
倒
し
の
促
進
方
針
だ

が
、
市
の
計
画
見
直
し
を
問
う
。

③　

防
災
マ
ッ
プ
の
避
難
所
施
設

の
耐
震
性
と
洋
式
ト
イ
レ
、
テ
レ

ビ
、
電
話
線
等
の
配
備
を
問
う
。

弁
答①　

震
度
６
強
に
耐
え
ら
れ
耐
震

性
が
あ
る
も
の
37
棟
45
・
１
％
な

い
も
の
45
棟
54
・
９
％
。
早
急
な

耐
震
診
断
が
必
要
な
も
の
24
棟
。

平
成
21
年
度
か
ら
診
断
し
24
年
度

に
は
工
事
完
了
し
た
い
。

②　

児
童
の
安
全
を
最
優
先
し
国

に
遅
れ
る
こ
と
な
く
取
り
組
む
。

③　

避
難
所
は
３
５
１
施
設
あ
り

耐
震
性
や
機
能
充
実
も
考
慮
し
て

検
討
会
を
立
上
げ
見
直
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　

採
血
器
具
使
回
し
問
題
に
つ

い
て

問
質

　

出
身
地
な
ど
の
自
治
体
に
寄
付

し
た
金
額
に
応
じ
て
、
個
人
住
民

税
が
特
例
控
除
さ
れ
る
。
こ
の
制

度
は
、
そ
の
自
治
体
の
魅
力
、
将

来
性
を
示
す
指
標
の
一
つ
と
も
い

わ
れ
る
。
浜
田
市
を
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
て

頂
く
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

弁
答

　

浜
田
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法

と
し
て
、
寄
付
を
募
る
政
策
メ

ニ
ュ
ー
で
「
ど
ん
ち
っ
ち
推
進
事

業
」「
石
州
浜
田
城
整
備
事
業
」

な
ど
浜
田
出
身
者
の
皆
さ
ん
の
興

味
と
郷
愁
を
誘
う
よ
う
な
ユ
ニ
ー

ク
な
命
名
を
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
全
国
か
ら
夏
に
帰
省
さ
れ
る

方
々
や
、
何
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん

の
理
解
を
頂
く
た
め
に
、
全
力
を

あ
げ
て
対
応
し
て
行
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

②
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
に
つ
い
て

問
質

　

当
初
計
画
よ
り
遅
れ
て
い
る
が
、

現
状
で
の
完
成
予
定
を
問
う
。

弁
答

　

当
初
計
画
は
平
成
23
年
度
で

あ
っ
た
が
、
県
の
財
政
事
情
等
に

よ
り
、
現
在
で
は
平
成
28
年
度
の

完
成
予
定
で
あ
る
。
ダ
ム
本
体
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
は
、
２
年
早

く
完
了
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
早

期
完
成
を
目
指
し
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
要
望
活
動
を
行

う
。

介
護
保
険
の
現
状
に
つ
い
て

問
質

　

介
護
保
険
の
現
状
と
介
護
予
防

費
の
末
端
へ
の
支
給
に
つ
い
て
問

う
。弁

答
　

２
億
６
千
万
円
の
返
済
が
、
今

年
度
で
完
了
す
る
。
総
予
算
の

３
％
以
内
の
介
護
予
防
費
の
サ
ロ

ン
活
動
等
へ
の
支
給
は
、
現
状
に

お
い
て
は
明
確
な
回
答
は
出
来
な

い
。
広
域
行
政
組
合
と
連
携
し
、

予
算
を
有
効
に
活
用
し
て
予
防
効

果
を
上
げ
る
よ
う
努
め
る
。

問
質①　

市
民
の
現
状
・
統
計
数
値
を

行
政
施
策
へ
活
か
せ
て
い
る
か
。

②　

経
済
指
標
等
を
今
後
、
総
合

的
に
把
握
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

③　

厳
し
い
市
民
の
現
状
下
、
緊

急
的
な
施
策
を
実
施
す
る
考
え
は
。

④　

減
免
等
の
制
度
を
総
合
的
に

把
握
し
、市
民
へ
周
知
す
る
考
え
は
。

弁
答①

②　

施
策
に
活
か
す
た
め
の
各

数
値
の
把
握
分
析
に
努
め
た
い
。

③　

必
要
な
時
期
を
判
断
し
、
市

民
へ
の
衝
撃
を
和
ら
げ
る
た
め
に

緊
急
的
な
施
策
を
実
施
し
た
い
。

④　

現
在
、
各
担
当
課
で
把
握
し

て
い
る
。
今
後
、
総
合
的
な
把
握
、

集
約
に
よ
り
、
さ
ら
に
各
窓
口
や

市
民
へ
周
知
徹
底
し
、
少
し
で
も

負
担
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

①
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
‥
意
見
公
募

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
等
に
つ
い
て

③
新
市
の
花
等
の
選
定
に
つ
い
て

大
規
模
地
震
対
策

に
つ
い
て

三
浦
一
雄

み　

う
ら　

か
ず　

お

学
校
耐
震
化
と
避
難
所
機
能
の

充
実
に
つ
い
て

木
村
正
行

き　

む
ら　

ま
さ　

ゆ
き

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

三
浦
美
穂

み　

う
ら　

み　
　

ほ

浜
田
川
総
合
開
発
事
業
の

早
期
完
成
に
つ
い
て

下
隅
義
征

し
も　

ず
み　

よ
し　

ゆ
き

市
民
の
現
状
に
即
し
た

行
政
施
策
に
つ
い
て

江
角
敏
和

え　

す
み　

と
し　

か
ず
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問
質

　

高
校
新
卒
者
の
県
内
就
職
率

は
、
県
内
で
も
東
部
と
西
部
で
は

約
２
倍
の
開
き
が
あ
り
、
西
部
に

お
い
て
は
、
約
３
割
し
か
地
元
企

業
へ
の
就
職
が
で
き
な
い
現
状
に

あ
る
。
企
業
数
や
求
人
が
少
な
い

事
情
も
あ
る
と
思
う
が
、
地
元
企

業
を
生
徒
や
保
護
者
に
直
接
知
っ

て
い
た
だ
く
取
り
組
み
や
、
求
人

を
も
っ
と
早
く
出
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
行
政
主
導
で
人
材
確
保

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
、
所
見
を
伺
う
。

弁
答

　
「
浜
田
・
江
津
地
区
雇
用
推
進

協
議
会
」
に
お
い
て
、
生
徒
・
保

護
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
の
実

施
等
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
地
元
企
業
の
求
人
が
遅
い
こ

と
は
、
学
校
側
か
ら
い
つ
も
出
て

い
る
話
で
も
あ
る
の
で
、
新
卒
者

の
求
人
確
保
も
含
め
、
企
業
へ
要

望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

　

教
育
行
政
に
つ
い
て

浜田の四季景観100選から「浜田商港」熱田町　鮎川義英氏　撮影

問
質①　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
と
適

正
配
置
に
つ
い
て
、
審
議
会
か
ら

答
申
が
得
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
問
う
。

②　

学
校
統
合
に
対
す
る
教
育
委

員
会
の
基
本
方
針
と
、
今
後
の
す

す
め
方
に
つ
い
て
問
う
。

弁
答①　

適
正
規
模
に
つ
い
て
は
、
極

少
人
数
学
級
の
解
消
を
図
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
浜
田

東
中
学
校
の
近
隣
地
に
統
合
校
舎

を
新
築
し
て
、
上
府
小
・
国
府

小
・
有
福
小
・
宇
野
小
の
４
校
が

統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

後
野
小
・
佐
野
小
は
石
見
小
へ

統
合
、
井
野
小
と
井
野
室
谷
分
校

は
三
隅
小
へ
の
統
合
が
望
ま
し
い

と
の
答
申
で
あ
る
。

②　

審
議
会
の
答
申
は
、
基
本
的

に
は
尊
重
す
べ
き
も
の
と
考
え
る

が
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
伺
う
中
で
、
最
終
的
な
統

合
計
画
を
決
定
し
た
い
。

問
質①　

固
定
資
産
税
評
価
額
に
疑
義

が
あ
る
と
し
て
税
務
課
で
協
議
し

た
結
果
、
評
価
額
が
格
段
に
下

が
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
が
、
評
価

の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

②　

適
正
公
平
な
課
税
実
施
の
た

め
、
地
籍
調
査
を
早
期
に
完
了
す

べ
き
と
考
え
る
が
認
識
を
問
う
。

③　

固
定
資
産
税
対
象
の
国
民
健

康
保
険
料
や
介
護
保
険
料
の
資
産

割
の
廃
止
に
つ
い
て
認
識
を
問
う
。

弁
答①　

地
籍
調
査
未
実
施
地
区
に
お

い
て
は
、
公
図
や
住
宅
地
図
と
現

地
調
査
で
、
適
正
な
課
税
に
努
め

て
い
る
。

②　

国
、
県
の
事
業
を
活
用
し
、

ミ
ニ
国
調
を
実
施
し
な
が
ら
、
地

籍
調
査
の
早
期
完
了
を
目
指
す
。

③　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

は
、
資
産
割
が
な
い
こ
と
や
、
廃

止
す
る
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
お
い
て
資
産
割
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

問
質

　

現
在
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

に
お
い
て
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
所
得
区
分
が
低
所
得
か
ら
一

般
に
移
行
す
る
場
合
で
も
、
改
正

が
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
従

来
の
所
得
区
分
を
そ
の
ま
ま
適
用

す
る
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、

９
月
末
ま
で
の
経
過
措
置
で
あ
る
。

　

昨
年
の
12
月
議
会
で
は
、
対
象

者
は
１
８
１
人
、
経
過
措
置
の
延

長
に
つ
い
て
は
、
県
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
10
月
以
降
ど
う
す

る
の
か
問
う
。

弁
答

　

県
は
、
予
定
通
り
９
月
末
で
経

過
措
置
を
終
了
す
る
意
向
と
聞
い

て
い
る
が
、
現
在
、
市
民
生
活
は
、

諸
物
価
の
高
騰
や
各
種
負
担
増
で

圧
迫
さ
れ
て
お
り
、
福
祉
医
療
受

給
者
は
、
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
も
の
と
推
察
し
、
市
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
経
過
措

置
を
１
年
間
延
長
す
る
方
向
で
準

備
を
進
め
て
い
る
。

産
業
振
興
と
人
材
確
保
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

佐
々
木
豊
治

さ　

さ　

き　

と
よ
は
る

学
校
統
合
問
題

に
つ
い
て

山
田
義
喜

や
ま　

だ　

よ
し　

き

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

平
石　

誠

ひ
ら　

い
し　
　
　
　
ま
こ
と

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

経
過
措
置
延
長
に
つ
い
て

西
村　

健

に
し　

む
ら　
　
　
　

け
ん
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一 般 質 問

問
質①　

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
受
入
体
制
、
推
進
体

制
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

②　

将
来
、
浜
田
市
の
小
学
生
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
に
つ
い
て
教

育
委
員
会
の
所
見
を
問
う
。

③　

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
は
専

任
係
と
専
門
職
員
の
配
置
、
育
成

を
望
む
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

④　

ふ
る
さ
と
納
税
、
寄
附
を
ま

ち
づ
く
り
団
体
等
へ
補
助
す
る
制

度
に
つ
い
て
問
う
。

弁
答①　

今
年
度
、
広
島
県
の
小
学
生

20
数
名
受
入
計
画
が
あ
り
、
将
来

的
に
体
験
型
修
学
旅
行
の
誘
致
も

目
指
し
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
践
者
に

広
く
呼
び
か
け
整
備
に
取
り
組
む
。

②　

定
ま
っ
た
授
業
時
数
の
中
、

国
の
状
況
を
見
て
進
め
る
。

③　

今
年
度
新
設
の
観
光
振
興
課

が
事
業
を
推
進
す
る
。
専
門
職
員

配
置
は
検
討
課
題
と
す
る
。

④　

現
在
で
は
市
民
協
働
活
性
化

支
援
事
業
等
に
よ
り
対
応
す
る
。

問
質

　

山
陰
初
の
「
認
定
こ
ど
も
園
」

が
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

①　

認
定
こ
ど
も
園
の
概
要
は
？

②　

入
園
時
の
条
件
を
問
う
。

③　

教
育
、
保
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
設
定
を
問
う
。

弁
答①　

保
育
所
型
と
し
て
運
営
し
、

定
員
は
、
保
育
所
45
名
、
幼
稚
園

15
名
を
予
定
し
て
い
る
。

②　

保
育
者
の
就
労
の
有
無
に
関

係
な
く
受
け
入
れ
可
能
。
保
育
所

は
、
０
才
児
か
ら
受
け
入
れ
る
。

③　
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
及
び

「
保
育
所
保
育
指
針
」
に
よ
り
一

体
的
な
提
供
と
な
る
。
３
〜
５
才

児
は
午
前
中
は
幼
児
教
育
と
な
る
。

問
質①　

子
供
達
の
学
力
低
下
を
危
惧

す
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運
営

に
携
わ
る
等
、
学
校
教
育
へ
の
斬

新
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

②　

食
の
安
全
、
原
油
の
高
騰
、

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
等
で
、
一
次
産

業
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る

が
、
浜
田
市
の
施
策
を
問
う
。

弁
答①　

地
域
ぐ
る
み
で
の
学
校
運
営

に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、

学
校
支
援
と
い
う
国
の
受
託
事
業

に
よ
り
、
よ
り
充
実
し
た
学
校
へ

の
地
域
支
援
体
制
を
構
築
し
た
い
。

②　

一
次
産
業
の
振
興
は
重
要
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ド

化
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み
は
も

と
よ
り
、
農
業
で
は
法
人
化
の
推

奨
、
林
業
で
は
経
営
規
模
の
強
化
、

漁
業
で
は
水
産
業
改
革
計
画
の
策

定
や
燃
油
高
騰
対
策
な
ど
、
生
産

者
と
協
働
・
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問
質

　

出
雲
市
の
国
保
料
は
、
今
年
か

ら
資
産
割
を
廃
止
、
所
得
割
中
心

に
し
、
基
金
を
取
崩
し
て
実
質
的

な
値
下
げ
を
し
た
、
と
聞
く
。
何

故
、
浜
田
市
も
、
出
雲
市
の
よ
う

に
、
固
定
資
産
税
額
の
30
％
を
徴

収
し
て
い
る
資
産
割
を
廃
止
し
、

21
億
円
の
基
金
を
取
崩
し
て
、
国

保
料
を
値
下
げ
し
な
い
の
か
。

弁
答

　

資
産
割
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

中
に
一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

問
質

　

浜
田
市
も
市
民
と
企
業
の
協
力

を
得
て
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化
で
、

マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
率
向
上
に
取

組
み
、
環
境
先
進
市
に
仲
間
入
り

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

弁
答

　

早
急
に
調
査
し
、
導
入
可
能
な

制
度
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

問
質

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
災
害

時
避
難
所
が
あ
る
の
は
、
非
常
時

の
際
、
市
民
が
安
心
し
て
避
難
で

き
な
い
。「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

を
作
成
す
る
際
に
、
見
直
し
す
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ

う
に
見
直
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

弁
答

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
位
置

す
る
避
難
所
の
見
直
し
を
含
め
検

討
し
た
。
そ
の
結
果
、
警
戒
区
域

内
の
避
難
所
を
一
律
廃
止
し
た
場

合
、
半
分
以
上
の
避
難
所
が
な
く

な
る
自
治
区
も
あ
り
、
残
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
で
、
避
難
所
を
そ

の
ま
ま
指
定
し
た
。

　

今
後
は
「
広
報
は
ま
だ
」
で
、

ど
こ
の
避
難
所
が
土
砂
災
害
警
戒

区
域
、
浸
水
想
定
区
域
内
に
位
置

し
て
い
る
の
か
を
示
す
中
で
、
災

害
に
応
じ
た
避
難
所
が
有
効
に
開

設
で
き
る
よ
う
、
初
動
体
制
の
確

立
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
イ
チ
ジ
ク
栽
培
と
ブ
ラ
ン
ド

化
に
つ
い
て

②
中
山
間
地
域
か
ら
新
た
な

「
郷
」
の
時
代
を
創
る
全
国

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
と
地
域
活

性
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

②
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

①
独
自
の
農
業
振
興
計
画
の
策
定

②
西
条
柿
無
花
果
の
ブ
ラ
ン
ド
化

③
浜
田
港
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
開
催

そ
の
他
の
質
問

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
と

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

西
田
清
久

に
し　

た　

き
よ　

ひ
さ

認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て

新
田
勝
己

し
ん　

た　

か
つ　

み

市
民
と
行
政
と
の

協
働
に
つ
い
て道

下
文
男

み
ち　

し
た　

ふ
み　

お

国
民
健
康
保
険
料
の
値
下
げ

と
レ
ジ
袋
の
有
料
化

渋
谷
幹
雄

し
ぶ　

た
に　

み
き　

お

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

か
ま
は
ら

や　

し　

え
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視　察　報　告
■ 水源の里の取り組みについて
　平成18年４月から、市長が座長となり「水源の里を考える会」
が設置され、同年12月定例会で綾部市水源の里条例が可決された。
　この条例は、５年間の期限付きとされ、定住対策や都市との交
流など、４つの振興目的を掲げている。また、「水源の里連絡協議
会」を設置することを規定している。「上流は下流を思い、下流は
上流に感謝する」の理念のもと、「水の源」は人々の暮らしの原点
であると位置付け、地域再生への具体的な取り組みが、動き始めて
いる。他の自治体は有効な対策が打てていないのが、現状である。
綾部市のこの条例は、限界集落問題に一石を投じたと注目されてい
る。浜田市は、中山間地域が多く、今回の視察を生かして、中山間
地の発展に取り組んでいきたい。

記　委員長　山崎　晃　

産業経済委員会
■実施日：５月20日㈫～22日㈭
■視察地：京都府綾部市・舞鶴市・
　　　　　向日市

建設都市委員会
■実施日：５月19日㈪～21日㈬
■視察地：青森県青森市・八戸市

青森市議会　議事堂前で

■ 新しいまちづくりを視察して
　浜田市の「新市まちづくり計画」は、生活圏の拡大と住民ニー
ズの高度化に対応できる一体的なまちづくりを進めるとある。
　青森市の「コンパクトシティ」構想は、郊外開発を進めてきた
従来の都市政策の反省と除排雪に多額の経費を要する事により、
商業、職場、住宅、学校、病院等、様々な機能を都市に集中させ
るものである。ドーナツ現象や多大な行政投資が必要となる、10
年20年先のまちづくりを考えさせられた。
　八戸港の「市民ニーズに対応した親水空間」の整備事業は、こ
れまで、産業基盤を優先して進められて来たため、市民を港から
遠ざけてきた。市民の海に対する関心も高まり、今後の港づくり
に市民と連携した親水空間の整備を行なうもので、海釣り公園、
避難緑地、休憩緑地など合計36haで取り組まれている。費用対
効果の言葉が頭をよぎるが、参考になる時代が来るかも知れな
い。　　　　　　　　　　　　　　　　記　委員　新田　勝己

■ 「市議会だより」の充実と広聴の仕組みづくりをめざして
　私たちの特別委員会の大きな目的は、広報と広聴の充実を通し
て、公選で選任された議員と、市民の皆さんとの距離を縮め、議員
の議会活動をお知らせすると同時に、民主主義の根幹をなす市民の
声を汲み取り、市政を発展させることです。
　浜田市の市議会だよりは、年４回発行の２色刷り10ページ（12
Ｐを２回発行と８Ｐを２回）で年間の経費が予算化されていますの
で、５人の議員の一般質問を１ページに強引におさめています。
　しかし、視察した三市では、一般質問は２人の議員に１ページを
割り当て、表紙は４色のフルカラー、ページ数も14Ｐ～16Ｐ構成、
見やすさと読みやすさに配慮され写真も多く、内容も豊富で、浜田
市議会の議会だよりのオクレを痛感した次第です。まず、「最近の
市議会だよりはわかりやすくて、おもしろい」と言っていただける
よう、視察の成果をカタチにして行きたい、と思います。

記　委員長　渋谷　幹雄　

議会広報広聴調査特別委員会
■
実
施
日
及
び
視
察
地

　

１
月
７
日　

広
島
県
三
次
市

　

４
月
16
日　

福
岡
県
う
き
は
市

　

４
月
17
日　

福
岡
県
朝
暮
市

14ページ全てカラー印刷されている福岡県うきは市の「市議会だより」

綾部市で他市の議員と合同で説明を受ける
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４月３日㈭ 島根県立大学入学式・大学院入学式（議長）
　　４日㈮ グループホームせせらぎの郷竣工式（議長）

国民宿舎千畳苑指定管理会社運営開始式
　　８日㈫ 島根あさひ社会復帰促進センター整備運営事業法務

省要望（議長）
議会広報広聴調査特別委員会

　　９日㈬ 地域安全推進員委嘱式・表彰式（議長）
　　10日㈭ 島根県市議会議長会総会（正副議長）
　　14日㈪ 議会広報広聴調査特別委員会（正副委員長）

議会運営委員会
16㈬～17日㈭ 議会広報広聴調査特別委員会行政視察（福岡県うき

は市・朝倉市）
　　18日㈮ 議会広報広聴調査特別委員会

市議会総務文教調査会
浜田港振興会総会（議長）

21㈪～24日㈭ 市議会総務文教委員会行政視察（東京都杉並区・岩
手県遠野市、滝沢村）

22㈫～23日㈬ 中国市議会議長会理事会・総会（議長）
　　25日㈮ 益田市議会から表敬訪問

議会運営委員会
　　26日㈯ 浜田市母子連合会総会（副議長）
　　30日㈬ 市議会予算審査調査会
５月１日㈭ 浜田市新交通システム「どんちっちタクシー」出発式
　　２日㈮ 弥栄自治区自治会長来訪

市議会福祉環境調査会
島根あさひ社会復帰促進センター建設促進協議会総
会（議長）

８㈭～９日㈮ 議会運営委員会行政視察（鳥取県南部町、米子市）
　　８日㈭ 浜田市～津和野町幹線道路整備推進協議会総会（議長）

浜田・益田間高規格道路建設促進期成同盟会総会（議
長）

　　９日㈮ 旭町都川処理場通水式
　　10日㈯ 島根総合発展計画に係る地域公聴会

浜田市文化協会総会（議長）
　　13日㈫ 市議会産業経済調査会
13㈫～15日㈭ 平成クラブ行政視察（大分県日田市、宇城市）

　　15日㈭ 鹿児島県南九州市議会（総務常任委員会）行政視察
来浜

　　16日㈮ 市議会全員協議会
　　18日㈰ 自衛隊父兄会島根県支部連合会総会、式典（議長）
19㈪～21日㈬ 市議会建設都市委員会行政視察（青森県青森市、八

戸市）
20㈫～23日㈮ 全国市議会議長会特定第三種漁港協議会監査会・定

期総会（議長）
20㈫～22日㈭ 市議会産業経済委員会行政視察（京都府綾部市、舞

鶴市、向日市）

　　22日㈭ 石央商工会通常総会（副議長）
　　24日㈯ 北東アジア研究交流懇談の集い（議長）

在京浜田会総会（副議長）
　　26日㈪ 浜田ガス定例役員会（議長）
27㈫～29日㈭ 全国市議会議長会（議長）
　　27日㈫ 市議会全員協議会

市議会総務文教委員会
　　28日㈬ 浜田市主要事業の島根県への陳情（副議長）
　　30日㈮ 市議会産業経済調査会

萩・石見空港利用拡大推進協議会総会（議長）
浜田市シルバー人材センター通常総会（副議長）

　　31日㈯ 浜田国際交流協会総会
浜田市保育連盟総会（議長）

６月１日㈰
　～３日㈫

浜田漁港活用推進事業に伴う誘致活動～青森、札幌
（議長）

　　２日㈪ 議会運営委員会
　　３日㈫ 議会広報広聴調査特別委員会

鹿児島県薩摩川内市議会行政視察来浜
　　４日㈬ 市議会福祉環境委員会
　　５日㈭ 市議会請願・陳情・意見書提出〆切

市議会島根あさひ社会復帰促進センター調査特別委
員会

　　８日㈰ 関西浜田会総会
　　９日㈪ ６月定例会開会　全員協議会　各常任委員会
　　10日㈫ 本会議個人一般質問
　　11日㈬ 本会議個人一般質問
　　12日㈭ 本会議個人一般質問　議会運営委員会
16㈪～17日㈫ 全国水産都市三団体役員会（議長）
　　16日㈪ 本会議  議案質疑　市議会行財政改革調査特別委員会
　　17日㈫ 市議会総務文教委員会
　　18日㈬ 市議会福祉環境委員会
　　19日㈭ 市議会産業経済委員会

島根県西部議員懇話会意見交換会（正副議長）
　　20日㈮ 市議会建設都市委員会
　　22日㈰ 浜田青年会議所創立50周年記念式典（議長）
　　23日㈪ 市議会予算審査委員会

　　25日㈬ 本会議  表決　全員協議会　議会運営委員会　議員
政治倫理審査会
社会を明るくする運動総会（議長）
地域医療支援病院諮問委員会（議長）

　　27日㈮ 岡山県浅口市議会（産業建設委員会）行政視察来浜
浜田商工会議所通常議員総会（議長）

　　30日㈪ 浜田市交通安全対策協議会総会（副議長）

議会のうごき

　

は
じ
め
に
、
中
国
四
川

省
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し

た
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

六
月
定
例
議
会
は
九
日

に
開
会
、
二
十
五
日
ま
で

の
十
七
日
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
間
に
わ
た
る
一
般

質
問
で
は
、
中
国
四
川
省

で
の
地
震
に
よ
り
学
校
が

倒
壊
し
、
七
千
人
に
も
及

ぶ
児
童
生
徒
が
死
亡
し
た

惨
劇
を
受
け
、
地
域
の
避

難
所
で
も
あ
り
、
安
全
・

安
心
で
あ
る
べ
き
学
校
の

耐
震
化
へ
の
対
応
に
つ
い

て
６
人
の
議
員
が
質
問
を

し
ま
し
た
。
明
治
五
年
に

発
生
し
た
浜
田
地
震
の
被

害
状
況
を
回
顧
し
な
が
ら

執
行
部
の
対
応
を
糾
し
た

議
員
も
。

　

市
長
か
ら
「
積
極
的
な

対
応
を
す
る
」
と
の
前
向

き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
で
一
般
質

問
を
中
心
に
掲
載
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
の

一
端
で
、
丁
々
発
止
の
議

論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
議
会
で
は
金
城

町
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ

ん
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

緊
張
が
議
会
活
性
化
に
繋

が
り
ま
す
。
多
く
の
方
の

傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

記　

田
村
友
行

三
浦
一
雄

原
田
義
則

山
崎　

晃

副
委
員
長

鎌
原
ヤ
シ
ヱ

委
員
長

渋
谷
幹
雄

佐
々
木
豊
治

平
石　

誠

新
田
勝
己田

村
友
行

2008（平成20）年4月～6月

〔議長なんでもメール〕　
議長や市議会に対するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
必ず議長自ら回答させていただきます。（住所・氏名を明記の上、送信ください）
E-mailアドレス：chairman@city.hamada.shimane.jp

議
会
広
報
広
聴

調
査
特
別
委
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会
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